
スタートにあたって 

校長  伊藤 裕  

 縁あって、令和４年４月より本校に勤めることになりました。本校にお世話になるの

は３回目、計１２年目です。１回目の頃に中学生だった人の中には、今は保護者としてお

子さんを本校に通わせている人がいるようで、入学式の後にたくさん声をかけていた

だきました。こんなにうれしいことはありませんでした。 

久しぶりに勤めてみて率直に感じるのは、一中は、 

明るくて、勢いがあって、個性豊か。伝統と新しさが 

同居する、最先端を走る伝統校、という感じです。 

基本的には昔と変わっていません。毎日「やっぱり一中だな！」と感じることがたくさん

あります。 

入学式の際に保護者の皆さんにお願いしたのは、 

                         保護者と学校は「子どもを立派に育てる」と

いう目標を共有している。目標を共有していれ

ば、考え方ややり方が違っても必ず同じ方向に

進むはずだ。学校と保護者とが、お互いにコミュ

ニケーションを図りましょう。 

                                          ということです。

一中生が「大いなる夢」を抱き、信じた道を進めるよう、共に力を合わせていきまし 

ょう。どうぞよろしくお願いします。 

 


